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福井大学附属図書館所蔵の古典籍（8）
釈祐可『越前名所しるべ草』
　『越前名所しるべ草』は、越前国の名所について
古歌を挙げて考証したものである。著者は釈祐可。
祐可は浄土真宗本願寺派千福寺（福井市松本）の住
職を勤めた人である。
　本学総合図書館郷土資料室所蔵の『越前名所しる
べ草』は 1冊本の写本である。請求記号はH291 ／
YUK。大本（縦 27 ㎝×横 18.7 ㎝）。灰色表紙。三
椏紙。表紙左肩部題簽に「越前／名所　しるべ草　
全」と墨書。扉中央部に「越前／名所　しるべ草」。
序題は「越前名所導者草」。内題は「越前／名所　
しるへ草」。尾題も「越前名所しるへ草」。全 118 丁。
半丁 12 行。丁数は書かれていない。印記は「福井
縣師範学校図書印」とあり、本書が本学教育地域科
学部の前身、福井県師範学校の旧蔵本であることが
知られる。その本文の書体は首尾一貫して謹直なる
楷書体であり、一人による書写と推定される。
　序文は妻木直撰述による漢文の序と祐可による和
文の序の 2編を置く。この 2編の中、祐可の和文の
序は、本書の執筆の目的を知る便りともなるので、
以下にその全文を翻刻して記す。
　　　越前名所導者草
　須賀のねのなかめわひぬる窓のもとに、むかし見
しこゝの花かしこの月の、今さら思ひ出らるゝ
を、遠きわたりまでハなくとも、我すむ国の名所
に遊ふ思ひにて歌よまはやと、人をもそゝなかし
侍るつゐてに、むかし国津人の書置る文ともとり
いてゝ見侍るに、名所をも名所ならぬをも布留の
神杉すきし世に人の物せらるゝ和歌、あるはから
うたなと残れる所々をしるし置ける、其中にもた
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いぶき・さとる
かふことこそおほからめ、今いさゝか愚かなるか
うかへを添て、をのれにひとしきうひまなひの道
にわけ入るよすかともならハやと、千々のことは
をあつめ侍る、巻の表紙にしるへ草と題しそへる
もいとおこなるわさならし
　　　言の葉のくちせてこしの道のくち
　　　　わけいる人のしるへともなれ
　　　文政五年後のむつき　　　僧祐可しるす
　この序文の後には越前国に関する地誌の総論が 2
丁分あり、その直後から本文が始まる。
　本文は敦賀郡から始まる。その掲載項目（名所）
を掲載順に列挙すると、敦賀郡は道ノ口、有乳山、
塩津山、阿岐師ノ里、矢田野、越の中山、敦賀、飼
飯海、気比宮、奈呉浦、色ノ浜、手結浦、五幡坂の
13 項目。南条郡は二ツ屋ノ宿、帰山、今庄駅、杣山、
関ノ原、脇本村、武生国生の7項目。丹生郡は丹生山、
厨浦、小丹生浦、越知ノ高根、天王村牛頭天王の 5
項目に加えて飛鳥井宋雅の紀行文「北越紀行」を収
録する。今立郡は味真野、花筐桜、不老ノ里、久良
谷、高木村、信露貴川、大山、磯部山の 8項目。足
羽郡は文殊山、浅水ノ橋、冬野寺、玉江、足羽社、
桂山、春日社、「越前一乗谷曲水宴詩歌」、一乗谷南
陽寺の 9項目。大野郡は本大野、平泉寺、白山の 3
項目。吉田郡は永平寺、藤島、高木村、舟橋の 4項
目、坂井郡は鳴鹿川、高向、豊原寺、千田村、糸崎
浦、三国山、滝谷、東尋坊池、音ノ浜、雄島、塩越
ノ松、蓮浦、顏池、吉崎、竹ノ泊、猟地ノ小野、岩
坂山の 16 項目。計 8郡 65 項目である。また、本文
末尾（第 117 丁裏）に「旹文政六癸未初冬再書干蝸
牛庵北窓　釈祐可」とある。これによって文政 6年
（1823）10 月に、本書の本文部分が成立したと考え
られる。
　本書は項目ごとに『万葉集』や勅撰集などの古歌
を列挙し、その後に『名所方角抄』『八雲御抄』『仙
覚抄』などの歌学書や『帰鴈記』『越前名勝誌』『鯖
江志』などの地誌を引用しながら解説し、時に自説
を述べたものである。その一例として「飼
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を掲出する。
　　○飼飯ノ海　又浦古笥飯又飼飯今気比
　万葉集三　羇旅歌八首之中　　　柿本朝臣人麿
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　方角抄云明神マシマセハ敦賀ヲイフカ別ノ在所イ
カヽ」〔可云、方角抄ニ引トコロノ歌ハ万葉ノ歌
ヲ誤レルナルヘシ〕有人云敦賀港ノ小海ヲ云、曲
湾ノ内ニ漁村十八アリト云々、可云、歌枕等ニ越
中ノ国トスルハ非ナリ、已ニ日本紀ニ額有角人乗
一船泊于越国笥飯浦故号其処曰角鹿也トイヘリ、
勅撰名所集ニ敦賀郡トイヘリ、古宮ノ下ニ委ク弁
スヘシ、
　本書第 118 丁表には漢文で書かれた跋文があり、
その末尾には「旹天保庚子初夏　真斎子題」と記さ
れている。「天保庚子初夏」は天保 11 年（1840）4
月で、「真斎子」は高野真斎である。真斎は福井藩
儒で、藩校明道館の教授を勤めた人である。この跋
文によって、跋文を含めた本書全体の成立時期は天
保 11 年（1840）4 月と推定される。なお、本書後
表紙裏面には一葉の紙片が添付されている。その右
端には「しるへ草　表紙ヲ除キ百十八枚」とあり、
その左側に三段組で「十四オ十一　つノ下不明」、
「六三オ八　折ノ下二字欠」などの所見が 26 件記さ
れている。これらの所見の筆跡は本文の筆跡と同一
であるので、この所見は本書の書写者が記したもの
と推定される。なお、本書の書写者並びに書写年に
ついては本書に記載がないので、現在のところは不
明である。
　『越前名所しるべ草』は本学総合図書館高島文庫
にも 1点所蔵されている。それは半紙本で、上下 2
巻 1 冊本―第 47 丁表の「今立郡」以降が下巻とな
る―。全 93 丁、半丁 11 行。紺色無地表紙。外題は
直書で「しるべ草」、扉には「しるべくさ　上」、序
題は「越前名所導者草　上」、上巻の内題はなく、
下巻は「越前名所指南草　下」。構成並びに本文は
郷土資料室所蔵本と同一である。印記は「高島文庫」。
上記以外の両書の主な相違点を記すと、用紙が楮紙
であること、郷土資料室所蔵本の後表紙裏面に添付
されていた書写者の所見を記した紙片がないこと、
本文の一部に胡粉による訂正が認められること、本
文の一部に朱筆による加筆があることなどである。
なお、本書もその書写者並びに書写年は未詳である。
（郷土資料室所蔵本）
